
＜読売新聞 医療サイト 医療大全 ５回連載＞ （４）～（５） 

 http://www.yomidr.yomiuri.co.jp/page.jsp?id=245&bui_id=B14&byomei_id=S222#result  

☆難病の子と二人で（４）短期間預かり 親に休息(2015年 12月 9日) 

   重い障害を持つ子どもを自宅で育てる親は、看護や介護で疲れ切ってしまうことが多い。親に息抜

きをしてもらうため、子どもを短期間受け入れる「レスパイト（休息）ケア施設」が、在宅生活を続け

るために大きな役割を担う。 

 「じゃあね。お利口にしていてね」。東京都立川市の主婦、大森さとみさん（４０）は、難病「先天性

ミオパチー」を患う一人息子、駿之介君（９）に声をかけ、病院を後にした。 

  …などと伝えています。続きは紙面で… 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.yomidr.yomiuri.co.jp/page.jsp?id=245&bui_id=B14&byomei_id=S222#result


☆難病の子と二人で（５）一緒に築く楽しい思い出(2015年 12月 10日) 

  初めて見るペンギンの愛らしい姿に、息子は目を丸くした。「かわいいね」と母はほほ笑みかける。

誰にも邪魔されない母子の時間。ささやかだが、かけがえのない幸せを感じる。 

 東京都立川市の主婦、大森さとみさん（４０）と、難病「先天性ミオパチー」を患う一人息子の駿之

介君（９）は今年９月、神奈川県藤沢市の新江ノ島水族館に初めて遊びに行った。友人に車の運転を頼

み、３時間かけてやってきた。 

 …などと伝えています。続きは紙面で… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


